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【医薬品・医療機器開発への取組】 健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応
研究開発計画：
大目標

健康・医療戦略推進本部の下、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画に基づき、国立研究開発法人日本医療研究開発機構を中心に、オールジャ
パンでの医薬品創出・医療機器開発、革新的医療技術創出拠点の整備、再生医療やゲノム医療など世界最先端の医療の実現、がん、精神・神経疾患、新
興・再興感染症や難病の克服に向けた研究開発などを着実に推進する。
大目標達成のために必要な中目標

「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」等に基づき、医薬品・医療機器開発への取組：医薬品創出のための支援基盤の整備等により、革新的
医薬品・医療機器開発を推進する。

「健康・医療戦
略」及び「医療
分野研究開発
推進計画」等に
基づき、革新的
医薬品・医療機
器開発に資す
る研究開発を
着実に実施す
る。

革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発事業

我が国発の革新的な次世代バイオ医薬品創出に貢献するため、
大学等における革新的 基盤技術の開発を推進する。

中前 後

創薬等ライフサイエンス研究支援技術基盤事業

我が国の優れた基礎研究の成果を医薬品等としての実用化につ
なげるため、創薬等のライフサイエンス研究に資する高度な技術
や施設等を共用する創薬・医療技術支援基盤を整備・強化して、
大学・研究機関等による創薬標的候補等の創出を支援する。

前 中 後中前 後

※2011年度は創薬等支援技術基盤プラットフォームとして実施

創薬等ライフサイエンス研究支援技術基盤事業
（創薬等支援技術基盤プラットフォーム事業/
生命動態システム科学推進拠点事業）

ターゲットタンパク研究プログラム等により整備された技術基盤の
更なる高度化と、積極的な外部開放（共用）等を行い、
革新的創薬プロセスを実現する。

創薬支援によ
り新たに創薬
シーズが見つ
かった件数
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【世界最先端の医療の実現に向けた取組】 健康・医療・ライフサイエンスに関する課題への対応
研究開発計画：
大目標

健康・医療戦略推進本部の下、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画に基づき、国立研究開発法人日本医療研究開発機構を中心に、再生医療や
ゲノム医療など世界最先端の医療の実現を推進する。
大目標達成のために必要な中目標
「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」等に基づき、世界最先端の医療の実現に向けた取組：ゲノム医療の実現に向けた取組を推進する。

「健康・医療戦
略」及び「医療
分野研究開発
推進計画」等に
基づき、ゲノム
医療の実現に
向けた研究開
発を着実に実
施する。

発見された
疾患関連遺
伝子候補及
び薬剤関連
遺伝子候補
数（累積）

ゲノム医療実現推進プラットフォーム事業

ゲノム医療実現を目指し、既存のバイオバンク等を研究基盤・連携のハブとして再構築するとともに、
その研究基盤を利活用した目標設定型の先端研究開発を一体的に行う。

前 中 中

オーダーメイド医療の実現プログラム（第３期）

これまでに構築した世界最大規模のバイオバンクを活用して、
疾患関連遺伝子研究や薬理遺伝学研究を実行し、個人に最適
な医療の実現を目指す。

前 中前 後

東北メディカル・メガバンク計画

東日本大震災で未曾有の被害を受けた被災地住民の健康不安の解消に貢献するとともに、ゲノム情報を含む大規模なコホート研
究等を実施し、個別化予防等の東北発次世代医療の実現を目指す。

後中

iPS細胞研究中核拠点・疾患・組織別実用化研究拠点・技術開発個別課題

再生医療実現拠点ネットワークプログラム

再生医療の実用化ハイウェイ

疾患特異的iPS細胞を活用した難病研究 疾患特異的iPS細胞の利活用促進・難病研究加速プログラム

中 中
前

後 前 中

後「健康・医療戦
略」及び「医療
分野研究開発
推進計画」等に
基づき、iPS細
胞等を用いた
革新的な再生
医療・創薬をい
ち早く実現する
ための研究開
発を着実に実
施する。

ゲノム研究バイオバンク事業

世界最大級の疾患バイオバンクであるバイオバンク・ジャパンについて、
ゲノム医療の実現に貢献するべく、管理・運用を行うとともに、保有する
試料・情報の利活用の促進のための取組を実施する。

前 中 後


